
Lexicon 224

クラシックデジタルリバーブ
1978 年にオーディオ業界に解き放たれた時から、立体感のある、そしてスライダーでの操作を行うコントロ
ーラーにより豊かなリバーブテールを持つ Lexicon224Digital Reverb は全ての時代で愛用されてきました。
Talking Heads「Remain In Light」、Grandmaster Flash & The Furious Five「The Message」、Vangelis の手が
けた伝説のサウンドトラック「Blade Runner」、U2「焔～Unforgettable Fire」や Peter Gabriel「So」等、メジャ
ーアーティストのアルバムに欠かせない音となりました。

オリジナルのハードウエアと全く同じアルゴリズムとコントロールプロセッサーコードを使用した結果、UAD-
2 Lexicon 224 は全 8 種のリバーブプログラムとコーラスプログラムを正確に再現しました。
Lexicon224 の見つけることが難しかった最終ファームウエアバージョン 4.4 を元にしています。
また、UA の徹底的なモデリングの伝統で Lexicon 224 プラグインは、全体のアナログとデジタルシグナル
パスの非常に詳細な部分をもキャプチャーするためにオリジナルのインプットトランスフォーマーと初期の
AD/DA12 ビットゲインステッピングコンバーターを採用しています。

さらに UAD-2 でエミュレートしている Lexicon224 は、ダイレクトインプットを特徴としており、有名な
Lexicon224 ユーザーのプリセットを収録しています。： Chuck Zwicky (Prince, Jeff Beck), Eli Janney (Jet, 
Ryan  Adams) 、 David  Isaac  (Eric  Clapton 、 Luther  Vandross) 、 E.T.  Thorngren  (Talking  Heads,  Bob 
Marley)、Kevin Killen (U2, Peter Gabriel).

ヒストリー
有名な物理学者で技術者の David Griesinger 博士によって開発された Lexicon 224 は、今までに作られた
リバーブの中で最もスタジオに普及したベストセラーのデジタルリバーブです。オリジナルの 224 は、デジ
タルリバーブ史上で画期的な業績を残しました。世界中のあらゆるスタジオに導入され、どのコンソールの
上にも Lexicon のリモコンが置かれるようになったのです。224 コンサートホール A プログラムは今まで作
られたリバーブの中で最も素晴らしいプログラムの一つと考えられていました。そしてプレートプログラム
は 80 年代のドラムマシンサウンドを築きました。
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パラメーター
すべての調整可能なパラメーターと専用コントローラーがオリジナルと同じように Lexicon 224 プラグイン
にも配置され、簡単に操作出来るようになっています。すべての 7 アルゴリズム/ 9 プログラムがプログラ
ムセレクションで使用可能です。Lexicon 特有のバス/ミッド“スプリットディケイ”の調整とクロスオーバーコ
ントロールは、調整可能なリバーブイメージを設定可能にします。デプスはソースとリバーブの間の見かけ
の距離を設定します。プリディレイはソースとリバーブが始まる間に短いディレイを作ります。ディフュージョ
ンは、リバーブ、エコーの密度が時間と共にどれくらい増すかをコントロールします。

トータルオーセンティシティは、UAD-2 のみのシステムノイズコントロールでオリジナルの Lexicon 224 ハ
ードウエアの固有のノイズをオン/オフします。具体的に無効化するシステムノイズは、モデリングされたゲ
インステップ、パラメータージッパー、静的ノイズを取り除き、より近代的なクリーンなサウンドを実現します
モードエンハンスメントとディケイオプティマイゼーションがコントロールする独特な Lexicon 224 は、リバー
ブの透明度を改善しています。インサートで使用するケースを考えて UAD-2 のみドライ/ウェットとソロパラ
メーターによってプラグイン内のエフェクトミックスのコントロールが可能です。

ディスプレーパネル右の「OPEN」テキストをクリックすると入出力ゲイン、ピッチシフトに加え、「Hall B」と
「Chorus」プログラムに存在するバグの修正をオン/オフする等、7 つの隠れた機能が表に現れます。

UAD-2 の Lexicon224 エミュレーションは、世界中で愛用された本物の“スタジオクラシック”を最も徹底的
に再現したプログラムです。

オリジナルの Lexicon 224 デジタルリバーブハードウエア

Lexicon製品のすべての視覚と聴覚に関する参照は Harman International Industries, Inc より文書による
許諾を得ています。
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Lexicon 224 スクリーンショット

Figure 95.  The Lexicon 224 プラグインウインドウ
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オペレーションの概要

グラフィカルユーザーインターフェース
オリジナルの Lexicon 224 は 2 つのハードウエアから構成されています。「メインフレーム」ラックは、 4U の
シャーシーに電源、回路とオーディの入出力コネクターを備え、リモコンユニット 224 のパラメーターと各機
能を表示し、コントロールを行うボタン、スライダーが備わっていました。これらのボタン、スライダーのいく
つかは、二重、三重の機能があり、それら後ろに隠れている機能を使用する場合にはトリッキーな操作を
必要とする場合もあります。

UAD Lexicon 224 インターフェースはオリジナルのハードウエアリモートコントロールの外観と機能性は似
ています。しかし、実際の操作はプラグインで必要のないボタンに隠れている（プログラムのセーブ等の）
「シフト」機能はアサインしなおすことで簡素化されました。追加パラメーターはパネルカバーを開くことで現
れます。

Lexicon 224 プログラム
オリジナルの Lexicon 224 ハードウエアには、ユニットに内蔵されたファームウエア ROM によって定義さ
れる「プログラム」があります。Lexicon 224「プログラム」は独自の DSP アルゴリズムと Lexicon によってボ
イシングされたファクトリーパラメーターセッティングのイニシャルセットから成り立ちます。これらの初期値
は「プリセット」と呼ばれます。

Lexicon ハードウエアの用語では、プログラムが「コール」（ロード）されることは DSP アルゴリズムを選択し、
ファクトリーパラメーターの「推薦」する値がセットされることを意味します。次に、これらの設定をコントロー
ルして変更を行い、後のリコールのためにユーザー「レジスター」に保存可能です。ユーザー「レジスター」
が実行されないこと以外、プラグインは同じように動作します。代わりにユーザーセッティングはセッション
ファイルの中に保存されます。または、後のリコールのために（他の UAD プラグインと同様に）保存するこ
ともできます。

Lexicon 224 のバージョン 4.4 ファームウエアは（ユニットで使用可能な最大）9 つのプログラムを搭載して
おり、8 つのリバーブプログラムと 1 つのコーラスプログラムを有しています。17      ページ  にて様々なプログラ
ムについての記述を表記しているのでご参照ください。

Lexicon 224 アルゴリズム
アクティブなアルゴリズムは使用中のプログラムのサウンドキャラクターを決定します。異なったプログラム
を選択することによってアルゴリズムを変更することができます。同一のプログラム中でアルゴリズムを変
更することはできません。

Lexicon 224 v4.4 は 7 つのアルゴリズムを搭載しています。7 つすべてのアルゴリズムと 9 つのファクトリー
プログラムが UAD Lexicon 224 プラグインでモデリングされました。いくつかのプログラムが同じアルゴリ
ズムを使用しているので、アルゴリズムの数より多くのプログラムが存在しています。詳細については 17
ページをご参照ください。
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Lexicon 224 ボタン
オリジナルハードウエアと同様に UAD Lexicon 224 のボタンはモーメンタリースタイルで押し込んだ状態で
ラッチするタイプではありません。機能が特定のプログラム中で使用できない場合、クリックしてもボタンの
LED は点灯しません。（increment/decrement ボタンの LED も点灯しません。）

「increment/decrement」ボタンをクリックした最初の数値は現在の値を示します。2回目以降のクリックで
値を変更していきます。この方法は現在の値を確認した後に設定を変更可能とします。

Tip：「increment/decrement」ボタンは、ボタンを押し続けることによって連続的に値を変更することが可能
です。

Lexicon 224 スライダー
主なリバーブのパラメーターを 6つのスライダーでコントロールします。これはリバーブプログラムを手元で
微調整できるとても便利なコントロールです。

P9 Chorus A では、最初の 4 つのスライダーはラベリングされたパラメーターをコントロールできません。こ
のプログラムでのスライダーに関する詳細な情報は 18      ページ「  P9 Chorus A  」  を参照してください。

Tip： スライダー“キャップ”をクリックすると値は Numerical Display に表示されます。どのスライダーでもテ
キストラベルをクリックすると、そのスライダーは使用中のプログラムのデフォルト値に戻ります。

インプット＆アウトプット
Lexicon 224 ハードウエアには 2 つのインプット（モノ/ステレオ）と 4 つの別々のアウトプットがあります。ア
ウトプット A と C はメインステレオ出力の左/右チャンネルを使用するように設計されています。他の出力
（B と D）はいくつかのプログラムで使用可能な 4 チャンネルリバーブの出力として使用します。

プログラムアルゴリズムで使用する場合、UAD Lexicon 224 は全 4 アウトプットの個々のサウンドを完全に
モデリングしています。アウトプット B と D はリアアウトコントロール（  12      ページ）  から使用可能です。

注：Lexicon224 から出力されるドライシグナルは完全な未処理のシグナルです。

モノ/ステレオオペレーション 
Lexicon 224 ハードウエアは、デュアルチャンネルインプット（左/右）を持つ完璧なステレオプロセッサーで
す。UAD Lexicon 224 プラグインがステレオイン/ステレオアウトの設定を使用している場合にはハードウ
エアと同様に左右のチャンネルが同時に処理されます。

モノイン/ステレオアウトの設定を使用する場合、ステレオプロセッサーの両方のチャンネルにモノラルシグ
ナルを送ります。

モノイン/モノアウト（MIMO）の設定を使用する場合、アウトプット A は、プログラム 2，4，9 を除いて使用さ
れます。アウトプット A と C は 1 つのモノフォニックシグナルとしてまとめられます。これはオリジナルのハ
ードウエアマニュアルでも推奨されている使用方法です。リアアウトが MIMOモードで有効になっているな
らアウトプット B と D は A と C の代わりに使用することができます。各プログラムで使用するアウトプット設
定のリストについては 19      ページの表      15      をご参照ください。
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Primary & Hidden コントロール
使用頻度の高いコントロールは「リモートコントロール」パネルのインターフェースに配置されています。そ
れ以外の追加コントロール（あまり使用されないパラメーター）は、隠れているコントロールパネルにて使用
可能です。ディスプレーパネルの右にあるテキストラベル「OPEN」をクリックすることによって「  Hidden   
Control Panel  」（図      98  ）  を開くことができます。

すべてのパラメーターに関する詳細については、8      ページの「  Primary Controls  」  、「  Hidden Controls  」に関  
しては      15      ページ  を参照してください。

パラメーターのレンジとデフォルト値
各パラメーターのレンジ、デフォルト値や使用可能な特定のパラメーターは動作中のプログラムによって異
なります。パラメーターのレンジは個別のコントロールについての記述でリスト化されています。また各プロ
グラムのデフォルトパラメーター値は、19      ページの表      16      に記載されています。

注： 極端なパラメーターセッティングは Lexicon 224 がセルフオシレーション（自己発振）を起こすか、予想
外の音を出す可能性があります。この動作はオリジナルのハードウエアと同じです。

ディスプレーパネル
Lexicon 224 ディスプレイパネル（下の図 96）は、数値の表示、LED、ステレオレベルメーター、オーバーフ
ローインジケーターの 4 つのパートから成り立ちます。ここに表示されている情報は、エディットしているパ
ラメーターやディスプレーホールドスイッチの状態に依存しています。（詳細は 16      ページ  をご参照くださ
い。）

図 96.   Lexicon 224 ディスプレーパネル

数値
エディット中に数値ディスプレーは 3つのタイプのキャラクターで数値を表示します。ディスプレーホールド
スイッチを「infinite」に設定していない場合、1.5秒間エディットしたパラメーターを表示します。その場合、
最後にエディットしたパラメーター値は表示され続けます。

ディスプレーホールドを 1.5（デフォルト）に設定した場合、値はエディット後の 1.5秒間、関連するパラメータ
ーも合わせて 1.5秒間表示されます。この関係はオリジナルの Lexicon エンジニアによって設計された概
算に基づいています。実際のディケイタイムは表示された値に合わない場合もあります。
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バリュー LED
バリュー LED は特定のユニットのコントロールの数値を表示します。時間表示を行うパラメーターは、
「sec（秒）」、か「ms（ミリ秒）」LED が点灯します。周波数の表示を行うパラメーターは、「Hz（ヘルツ）」、また
は「kHz（キロヘルツ）」LED が点灯します。どのユニットでも必要ない値の場合（例：ドライ／ウェット等）の
パラメーターでは LED は点灯しません。

LED メーター
6セグメントの LED メーターは、Lexicon 224 ＡＤコンバーターの左右のシグナルインプット入力レベルを表
示します。（AD コンバーターはモデリングされています）メーター LED は-24dB、-18dB、-12dB、-
6dB、0dB でレベルを表示します。0dB の LED が点灯するとインプットクリッピングが起こります。

オーバーフロー LED 
オーバーフロー LED は、計算上のプロセッサーオーバーフローがいつ起こったかを示します。リバーブの
ディケイタイムが長く、セルフオシレーションが起こりやすい状況で大きなシグナルがインプットされたとき
にオーバーフローが起こります。プロセッサーがオーバーフローを起こすと予期しないサウンドがなること
があります。

ハードウエアでのオーバーフローの挙動を完全にモデリングしています。プロセッサーオーバーフローが
望ましくないサウンドを再生する場合、通常はインプットコントロールのレベルを下げるか、バス、ミドル、ト
レブルディケイのコントロール値を下げることによってオーバーフローを回避することができます。
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プライマリーコントロール

プログラム 
プログラムボタンは（下の図 97）、9 つのデフォルト Lexicon プログラムのどれを選択するか決定します。そ
してそれに関連するアルゴリズムがオンになります。Lexicon 224 プログラムの概要については、4      ページ  
をご参照ください。

8 つのリバーブプログラムと 1 つのコーラスプログラムが使用可能です。リバーブプログラムボタン 1～8 を
クリックしてプログラムを選択してください。コーラスプログラムを選択するにはどのプログラムボタンでもシ
フト＋クリックを行うかまたは「CLK=CHORUS」テキストラベルをクリックします。コーラスモードを除いて、ど
のプログラムが動作中かをプログラムボタン LED が点灯して示します。

図 97.  Lexicon 224 プログラムボタン

プログラムをロードする場合、同時に同じアルゴリズムをロードする場合は、オリジナルのデフォルト
Lexicon ファクトリーセッティングが上書きして読み込まれます。（ Immediate モードが有効の場合を除きま
す：詳細については 11      ページ  をご参照ください）そして必要に応じてどのコントロールもプログラムセッティ
ングを調整可能です。

プログラムに関する詳細については 17      ページの「各プログラムについて」  をご参照ください。

重要：Immediate モードがオフの時にプログラムを変更すると前に選択していたプログラムからの設定は消
失してしまいます。カスタムプログラムを今後も使用するために保存する場合、UAD Toolbar がホストアプ
リケーションのプリセットマネージメント技術を使用して保存するようにしてください。

リバーブタイム 
リバーブタイムは、リバーブサウンド（リバーブテール）のディケイの長さです。リバーブテールタイムはベ
ース、ミッドと 2 つの周波数成分に分割されます。この 2 つのバンドの分離周波数は、クロスオーバーコン
トロールで設定します。

ベース
ベーススライダーは、クロスオーバー値よりも下の周波数のリバーブディケイタイムを設定します。高いベ
ース値は、長いベースフリーケンシーディケイタイムとなります。（クロスオーバー値が低すぎない場合）ベ
ースリバーブディケイタイムの値は、秒単位でディスプレーに表示されます。設定可能な範囲は 06.秒から
70秒です。

このコントロールは、クロスオーバーパラメーターと連動して機能します。パラメーターは、ベースコントロー
ルで設定するベース周波数のレンジで設定されます。したがってクロスオーバーを非常に低い値に設定し
ている場合、聞き取れるエフェクト音が少ないかもしれません。
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ミッド
ミッドスライダーは、クロスオーバー値よりも上の周波数のリバーブディケイタイムを設定します。高いミッド
値は、長いハイフリーケンシーディケイタイムとなります。（クロスオーバー値が高すぎない場合）ベースリ
バーブディケイタイムの値は、秒単位でディスプレーに表示されます。設定可能な範囲は 06.秒から 70秒
です。

ミッドはクロスオーバーパラメーターと連動して機能します。パラメーターは、ミッドコントロールで設定する
高周波数のレンジで設定されます。したがってクロスオーバーを非常に高い値に設定している場合、聞き
取れるエフェクト音が少ないかもしれません。

ミッドという名称は少し紛らわしく、このコントロールが実際に影響を与えるのはミッドレンジを超えたすべ
ての周波数のリバーブディケイタイムです。しかしトレブルディケイコントロールでリバーブのハイ成分を調
整できるので中域成分はフルレンジのリバーブテールよりも重要な役割を担います。

クロスオーバー
リバーブテールのバスとアッパー周波数帯を分けるクロスオーバー周波数（スプリットポイント）を設定しま
す。高いクロスオーバー値は、ベースパラメーターコントロールに対して広い範囲の周波数帯を与えます。
逆に下の値は、ミッドパラメーターコントロールに対して広い範囲の周波数帯を与えます。設定可能な範囲
は 100Hzから 10.9kHzの間です。

クロスオーバーは、ベースとミッドのリバーブタイムパラメーターに関連して動作しているので、リバーブデ
ィケイに影響します。どちらもリバーブテール（各周波数帯あたり 1 つのコントロール）の長さを設定します。
これらのパラメーターを、短いタイムに設定するとクロスオーバーを調整してもわかりづらくなります。

注： ベースとミドルを同じ値に設定した場合、クロスオーバーは影響を与えません。

トレブルディケイ 
トレブルディケイは、ディケイが非常に高い部分の周波数を設定します。低い値は、高周波数成分が少な
くなるので、暗めなリバーブを生み出します。トレブルディケイを低く設定した場合、調整したベース、ミッド
及びクロスオーバーは、聞き取れる効果があまりありません。調整可能な範囲は 100Hzから 10.9kHzです。

Tip： トレブルディケイは、リバーブテールの高域成分量を調整しますが、ミッドは 100Hz～10.9 ｋ Hzのタイ
ムを調整します。

デプス
デプスは、リバーブとソースの間の見かけの距離の深さを設定します。それはエコーチェンバー内でのマ
イクのポジショニングに似ています。値が増えるのにしたがってソースからの距離が増えていきます。0 か
ら 71 までの間で設定可能で、0 は近く、71 は遠くを意味しています。（数値は任意に設定可能）

注：　デプスは P9 Chorus A では使用できません。このプログラムでは、デプススライダーを動かしても表
示をアップデートしません。
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ディフュージョン
ディフュージョンはリバーブでのエコー密度が時間経過につれどれくらい急速
に増していくかにを調整します。オリジナルのハードウエアでは、このパラメー
ターは「シフト-デプス」と呼ばれていました。（ディフュージョン値を変更する場
合、デプス量を変更している間にシフトボタンを押している必要がありました）

ディフュージョン値を下げるには「<」ボタンをクリックし、上げるには「>」ボタン
をクリックしてください。設定可能な値は、0-71（数値は任意に設定可能）の
間です。デフォルトの値はプログラムに依存します。19      ページの表      16      に各プログラムのデフォルト値を記
しています。

注： ディフュージョンは P4 Acoustic Chamber では使用できません。

0 は最も薄い状態を意味し、ディフュージョン値が増えるにしたがって密度が増えていきますが、40 より高
いディフュージョンの設定では、実際より濃くないように聞こえる場合があります。ディフュージョン値が訳
32-37 の間にある場合が最も濃い結果を得られます。

マテリアルが多くの衝撃音を含んでいる場合、高いディフュージョン値は、望ましい結果をうみます。また、
高いディフュージョン値は、スムーズに聞こえるリバーブにもよい効果をもたらします。低ディフュージョン
値での早めのリバーブは「粒状」でまばらな感じがしますが、ストリングス、ホーン、ボーカルに合うクリアで
明るいサウンドが得られます。また低ディフュージョン値もクラシックやミックスに奥行きを与える際に有効
です。Lexicon 224 では、一般的に低周波数ではそれほどディフュージョンが得られないことに注意してく
ださい。

注： プログラムを変更する際、Immediate モードが有効な場合、ディフュージョン値は保持されます。

プリディレイ 
プリディレイは、オーディオソースとリバーブの開始までの間に少し遅れを生じさせます。高いプリディレイ
値はリバーブが始まる前の時間を増やします。使用しているプログラムによってこのパラメーターの範囲
は異なります。下の表 14（Table 14）に設定可能範囲を記しています。デフォルト値はプログラムに依存し
ます。
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イミディエイト
Immediate (“IMMED”)がオンになっている場合、新しいプログラムを選択しても現在のパラメ
ーター値は維持されます。Immediate がオフの場合、プログラムが新しく選択されると、その
プログラムには、Lexicon デフォルトのファクトリープリセットパラメーター値が読み込まれコン
トロールスライダーはその設定時に動きます。

同じ「継続的な」パラメーター値を使用した様々なプログラムアルゴリズムを素早くオーディシ
ョンしたい場合には「Immediate」モードをオンにした方が効果的です。無効にした場合、

Lexicon ファクトリープリセットセッティング様々なプログラムを素早くオーディションする場合には効果的で
す。

デフォルトで Immediate はオンになっています。Immediate は以下のパラメーターに影響します。：
ベース、ミッド、クロスオーバー、トレブルディケイ、デプス、プリディレイ、ディフュージョン、モードエンハン
スメント、ピッチシフト、ディケイオプティマイゼーション、リアアウト

重要： Immediate はオフでプログラムを変更した場合、以前に変更したプログラム値は消失します。セッテ
ィングをセーブ、またはセッションファイルに保存されている場合にはリコールすることができます。

システムノイズ          
UADだけのこのコントロールは、オリジナルの Lexicon 224 ハードウエア固有のシステムノ
イズをモデリングした機能をオン/オフします。システムノイズをオフにするとよりモダンな（ク
リーンな）224 のサウンドを得られます。

ボタンをクリックして切り換えます。LED が点灯時はシステムノイズがオンになっています。
デフォルトではオンです。

システムノイズの原理は、クオンタイゼーションエフェクト（A/D や D/A アルゴリズム内）、ジ
ッパー/ステッピングノイズを含む、パラメーターを変更、変圧ディストーションや、フロアーノイズをモデリン
グしています。

システムノイズをオフにするとパラメーターを調整する際にジッパー/フロアステッピングノイズを減少させ
ることができます。しかし、ディレイモジュレーションのジッパー/ステッピングノイズは減少させられますが、
完全に無くすことはできません。

注：システムノイズは、グローバルパラメーターです。異なったプログラムを選択しても状態は変わりません。
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リアアウトプット
リアアウトプットコントロールはアウトプット B と D を使用するエフェクトアルゴリズムを使用
する際に使用可能です。ハードウエアインプリメンテーションの概要については 5      ページの  
「インプット＆アウトプット」をご参照ください。

リアアウトノーツ
• リアアウトがオフの場合にはプラグインの左右アウトプットはそれぞれハードウエアの A と
C から出力されます。リアアウトがオンの場合、B と D も出力として使用されます。

• アウトプット A と C はステレオでの使用を推奨します。（リアアウトは通常は使用しません）

•  以下のプログラムでアウトプット A と C は B と D にそれぞれ同じです。： P2 Vocal Plate A、P5 
Percussion Plate A、P8 Constant Density Plate A、P9 Chorus A. Consequently、リアアウトのコントロール
はこのプログラムで左右のエフェクト音を出力します。

モードエンハンスメント
モードエンハンスメントは、Lexicon 224 プログラムサウンドがルームモードでリバーブテールが鳴りすぎる
のを防ぎ、より自然なプログラムになるようにします。プログラムアルゴリズム内で特定のディレイライン（タ
ップ）を連続的にモジュレーションするように動作します。それはリバーブそのものを厚くすることなくエフェ
クトの密度を上げることが可能です。

モードエンハンスメントは工場出荷時に各プログラムに最適化されており、通常の使用では調整を必要と
しません。このような理由からオリジナルのハードウエアではこの機能にアクセスすることが難しくなってい
ました。しかし、パラメーターのクリエイティブな使用はプラグインでは奨励されるので、ソフトウエアでは簡
単にアクセスできるように配置しました。

モードエンハンスメントには 3つのコントロールがあります。：「Enable」、「Amount」、「Pitch Shift」
オリジナルのハードウエアのようにモードエンハンスメントアマウントは低い値で、ピッチシフトは高い値に
すると「ムーブメント」が増加し、目立つ音になります。

注：モードエンハンスメントの「Enable」がオンでない場合、モードエンハンスメントアマウント、ピッチシフトコ
ントロール共に効き目がありません。

モードエンハンスイネーブル
使用中のプログラムに対し、モードエンハンスメントをオン/オフを決定します。LED が点灯し
ているときエンハンスメントはオンです。すべてのプログラムでデフォルトではオンになります。

Tip： このコントロールは、オリジナルのハードウエアのようにアルゴリズムをリセットします。し
たがって同じプログラムのままで素早くリバーブテールを消すためにモードエンハンスメントを
使用可能です。
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モードエンハンスアマウント
2 つのボタンによってモードエンハンスメントの量（アマウント）、または厳密な
表現をするとディレイラインアップデートの間の時間をコントロールします。値
を下げるには「 < 」ボタンをクリックし、上げるには「 > 」ボタンをクリックします。
使用可能な範囲は「1～16」です。低い値は効果を強めます。

モードエンハンスピッチシフト
ピッチシフトはディレイラインアップデートステップのサイズをコントロールするモードエ
ンハンスメントのセカンダリーパラメーターです。低い値は小さなステップとなり、高い
値では大きいステップとなります。値を減少させるには「 < 」ボタンをクリックし増やす
には「 > 」ボタンをクリックしてください。設定可能な範囲は 1～16です。高い値になる
ほど効果を増大させます。

ピッチシフトコントロールは「Hidden」コントロールパネルでアクセス可能です。アクセスの詳細については
15      ページ  を参照してください。

ディケイオプティマイゼーション
インプットシグナルのレベルに対応してリバーブディフュージョンとカラーをダイナミックに減少させ、
Lexicon 224 リバーブにクリアでナチュラルな雰囲気を加えます。しかし、高すぎる値はディケイを作ります 。
ディケイオプティマイゼーションは「Enable」と「Amount」の 2 つのコントロールがあります。

ディケイオプティマイゼーションは、工場出荷時に各プログラムに最適化されており、通常の使用では調整
を必要としません。このような理由からオリジナルのハードウエアではこの機能にアクセスすることが難しく
なっていました。しかし、パラメーターのクリエイティブな使用はプラグインでは奨励されるので、ソフトウエ
アでは簡単にアクセスできるように配置しました。

ディケイオプティマイズイネーブル
使用中のプログラムに対し、ディケイオプティマイゼーションのオン/オフを決定します。
LED が点灯しているときはオンです。デフォルトの状態ではオンです。

注： ディケイオプティマイゼーションは、P8 Constant Density Plate A と P9 Chorus.Note
では使用できません。

ディケイオプティマイズアマウント
ディケイオプティマイゼーションのアマウント（量）を設定します。値を減少させるには「 < 」ボタンをクリック
し増やすには「 > 」ボタンをクリックしてください。設定可能な範囲は 1～16です。低い値は、オリジナルの
ハードウエアのようにより目立つようになります。 

注： ディケイオプティマイゼーションコントロールが動作していない場合、このコントロールも何も効果あり
ません。
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ミックスコントロール
パラメーター「ドライ」、「ウェット」、「ソロ」は、プラグインのエフェクトミックスを
コントロールします。これらのコントロールはハードウエアでは使用できません。

注： ミックスコントロールはグローバルパラメーターです。他のプログラムが選
択されていても変わることはありません。

ソロ
ソロがオンになっているときは、ドライ/ウェットミックスは 100％ウェットを出力
します。そしてドライ/ウェットコントロールは使用できなくなくなります。「クラシ

ック」なリバーブセッティングで Lexicomn 224 を使用する際にソロモードは最適です。（エフェクトグループ
での使用/チャンネルセンドのバスとして使用される場合）チャンネルインサートで使用する場合にはソロ
はオフにしてください。デフォルトではオンです。

注： ソロはグローバル（Lexicon 224 全体）なコントロールです。

ドライ/ウェット
ソロモードがオフになっている場合、この 2 つのボタンでリバーブプロセッサーとソースシグナルのバランス
をコントロールします。ドライボタンをクリックするとドライ率が高まりリバーブが減少し、ウェットボタンをクリ
ックするとリバーブ率が高まりドライ率を減少させます。

ドライ/ウェットミックスは割合としてディスプレーに表示されます。50 では、ドライとウェットが等しい値です。
50以上ではウェットが濃くなり、50以下ではドライが濃くなります。

ドライボタンを一度クリックすると値は 1％下がります。ウェットボタンをクリックすると値は 1％増加します。
このコントロールを調節する際、より詳細な値で調節する場合、コンピューターの「シフト」キーを押しながら
コントロールすると 0.1％ごとのコントロールが可能です。

通常、Lexicon 224 をチャンネルインサートに使用した場合にドライ/ウェットコントロールを使用します。グ
ループ/バスでセンド/リターン構成で使用する場合、100％ウェットの設定にするか、ソロモードをオンにし
てください。
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Hidden コントロール
さらなる UAD コントロールは、「hidden コントロールパネル」で使用可能です。詳細については下の図 98
をご参照ください。

図 98   Lexicon 224 Hidden コントロール

アクセス
「hidden」コントロールは、ディスプレーパネル右のテキスト「Open」
をクリックすると開きます。逆に開いているパネルは「Close」をクリッ
クするとパネルが閉じます。

注： 新しいインスタンスを使用するとき、パネルの開閉については
最後に使用した状態を引き継ぎます。

ピッチシフト
ピッチシフトは、モードエンハンスメントの一つの要素です。パラメーターの詳細に関しては 13      ページ「モー  
ドエンハンスピッチシフト」をご参照ください。

インプットゲイン 
独立している左（L）と右（R）のインプットゲインパラメーターは、プラグインへのインプットシグナルレベルを
コントロールします。デフォルト値は 0dB です。使用可能な±12dB です。モノイン/モノアウトで使用してい
る場合、右チャンネルのコントロールは使用不可能です。

インプットレベルが増えるにしたがってデバイスのアナログ、デジタルのレスポンスはノンリニアになってい
きます。シグナルが高すぎる場合、A/D インプット、またはプロセッサーがオーバーロードを起こし、オーバ
ーフロー LED が点灯し、望まないサウンドを再生する場合があります。詳細については 7      ページの「オー  
バーフロー      LED  」  をご参照ください。

Tip： テキストラベル（インプットゲイン）をクリックすると両方のチャンネルの値を 0 にすることが可能です。

アウトプットレベル
独立している左（L）と右（R）のアウトプットレベルパラメーターのプラグインからのアウトプットレベルをコン
トロールします。デフォルトでは 0dB で、使用可能な範囲は-∞dB から+12dB の間です。モノイン/モノアウ
トで使用する場合、右チャンネルは使用不可能になります。

Tip： テキストラベル（アウトプットレベル）をクリックすると両方のチャンネルの値を 0 にすることが可能です。
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リンク
リンク/アンリンクは、インプットゲインとアウトプットレベルの左右チャンネルコントロールをリン
ク（同時にコントロール）アンリンク（別々にコントロール）するかを設定します。LED が点灯時は
リンクされており、消灯時はアンリンクです。リンク LED をクリックすると切り換え可能です。デフ
ォルトではオンです。

リンクがオフの場合、左右のコントロールに差がある状態になることもあり、リンクをオンにすると左チャン
ネルの値を右チャンネルにコピーします。

リンクがオンの状態でオートメーションを書き込んだ場合、左チャンネルのみに書きこまれます。左チャン
ネルのオートメーションはリンクモード時には両方のチャンネルのコントロールを行います。

注：リンクがオンのときにコントロールサーフェスや、コントロール専用モードで使用中に右チャンネルパラ
メーターに変化を加えても効き目はありません。

バグフィックス
オリジナルの Lexicon 224 のコードは、Hall B と Chorus アルゴリズムにプログラミングエラーが
存在します。これらのコンピューターコードのバグは必要の無いベースディケイタイムを起こす
場合があります。（Hall B）、また特定のソースやパラメーターセッティングで右チャンネルにポップ音等が
起こる場合があります。（Chorus）

このバグはプラグインの UAD インプリメンテ-ションで修正しましたが、完璧なエミュレーションのために元
のコードを使用するオプションも用意しています。

UA ロゴがスイッチになります。UA ロゴが点灯している状態ではソースコードバグが修正されています。デ
フォルトではオンです。バグフィックスを無効にし、オリジナルの状態で使用する場合、UA ロゴをクリックし
てください。

ディスプレーホールド
数字ディスプレーの表示方法を変更します。オリジナルのハードウエアでは、修正したパラ
メーターの値は 1.5秒間表示した後にアベレージの表示に戻ります。

ホールドスイッチはこの表示方法を変更することができます。「∞」に設定すると変更したパ
ラメーター値を表示し続けます。「∞」に設定し、プログラムを変更した場合、パラメーターを
変更するまでアベレージディケイタイムを表示します。

注： 新しい Lexicon 224 を立ち上げるとディスプレーホールドのパラメーターは最後の設定を再現します。

パワー
パワースイッチはバイパスコントロールです。スイッチをクリックすることでパワーの状態を変
更してください。バイパスにするとプラグインプロセッシングは無効となります。そしてディスプ
レーパネルとすべての LEDボタンは薄暗くなります。
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各プログラムについて

P1 Small Concert Hall B
適度な初期密度と適度に不均等なディケイからなる小さめなコンサートホールの反響をシミュレートしてい
ます。1.5～5秒のリバーブタイムに最適化されています。（それ以上に長いディケイタイムには「 P3 Large 
Concert Hall B」を使用してください）バス、ミッドが比較的近いセッティングの場合に最も自然なサウンドが
得られます。このプログラムは「P3 Large Concert Hall B」と同じアルゴリズムを使用しています。

P2 Vocal Plate         
ボーカル用に最適化されたプレートリバーブのエミュレーションです。初期密度が低く、クリアでブライトなリ
バーブを得られます。「P5 Percussion Plate A,」と全く同じアルゴリズムを使用していますが、わずかに異
なる固有のディフュージョンを得られます。

P3 Large Concert Hall B
低い密度と着色のないリバーブで大きなコンサートホールをエミュレートされ、長いリバーブタイムに最適
化されています。パーカッシブなサウンドでディフュージョン値を上げてご使用になることをお勧めします。
このプログラムは「P1 Small Concert Hall B」と同じアルゴリズムを使用しています。

P4 Acoustic Chamber
チャンバーのように聴こえますが、それよりも少ない初期密度になっています。2～4秒程度の短めのリバ
ーブタイムで最高の音になるような傾向があります。デプスの値を 0 にするとチャンバーのようなリバーブ
になります。ディフュージョンはこのプログラムでは調整できません。他の Lexicon 224 プログラムと違い、
このアルゴリズムにはモノインプットがあります。

P5 Percussion Plate A
パーカッシブなサウンドに最適化したプレートリバーブです。高い初期密度と鮮やかなカラーがあり、短め
のリバーブタイムで最高のサウンドが得られます。このプログラムは「P2 Vocal Plate」と同じアルゴリズム
を使用していますが、異なったディフュージョンに特色があります。

P6 Small Concert Hall A
「P1 Small Concert Hall B」と同様ですが、全体的にブライトでトレブルディケイコントロールはおとなしめで
す。オリジナルのハードウエアマニュアルでは、200Hz未満のリバーブリターンに対し 3dB程度のイコライ
ジングを加えることによって「リバーブが豊かになり自然な雰囲気を演出する」ことを推奨しています。
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P7 Room A 
「Program 7」は、高めの初期密度とおとなしめなカラーリング穏やかなルームシミュレーションです。スピー
チをはじめ、多くのジャンルの音楽に最適な素晴らしいリバーブです。ステレオインプットのソースで使用し
た場合、特にワイドなサウンドを提供します。

P8 Constant Density Plate A
自然に発生するリバーブで、新しい反射（リフレクション）が絶え間なくディケイサウンドに加えられます。こ
の音はリバーブテールでの密度とカラーの増加によって形成されます。「P8 Constant Density Plate A」は、
（「プレート」タイプのサウンドのような）高い初期密度とカラーがありますが、密度は時間経過と共に増加
せず、一定のまま残ります。これによりリバーブテールの中にわずかに「シューッ」という音を足すことがで
き、これによってリバーブに対する別のクリエイティブなオプションを得られます。このプログラムでは、ディ
ケイオプティマイゼーションと本当のステレオ入力は使用できません。（インプットはステレオイン/ステレオ
アウトのセッティングでもモノラルインプットに統合されます）

P9 Chorus A 
「Chorus A」プログラムは、各ステレオチャンネルに 4ボイスの合計 8ボイスのコーラスです。各ボイスは
厚く、豊かなサウンドで、ランダムにそして独立して変化するタイムディレイを備えています。

コーラスがアクティブな時、最初の 4 つのスライダーのそれぞれは、ボイスのステレオペアのゲインレベル
をコントロールします。スライダーはログフェーダーではなく、リニアフェーダーであり、全 4 つのフェーダー
のデフォルトポジションは、最大値よりも 6dB低いゲインに相当します。

最初の 2ボイスペアにはオーバーラップするディレイレンジがあります。それらのゲインを同じレベルに設
定することでフェイズ/フランジングエフェクト効果を得られます。

また、左右のチャンネルがモノイン/モノアウト設定のように一緒にミックスされた場合にも（モノ、またはセ
ンターインプットで）フェイズやフランジング効果を得られます。

このプログラムではディフュージョンコントロールはアクティブになります。ディフュージョンは、ステレオボイ
スの 3番目と 4番目のペアに作用しますが、シェイプがディフュージョンコントロールで決定するタイトなス
ペースのエコーのクラスターを作ります。Lexicon 224 は、コーラスボイスにディフュージョンを持つ、いくつ
かの機材の一つです。この特徴は独特なキャラクターの主な要因です。

注：バス、ミッド、クロスオーバー、トレブルディケイはこのプログラムでは使用できません。その代わりにス
ライダーのそれぞれによってステレオボイスペアのレベルをコントロールします。
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MIMO プログラムアウトプット
Lexicon 224 がモノイン/モノアウト（MIMO）で使用される場合、プラグインで使用できるハードウエアアウト
プットは、下記の表 15にリスト化しています。これらのソフトウエアの割り当てはオリジナルハードウエアの
マニュアルのガイドラインにしたがっており、変更できません。

表 15.モノアウトで使用できる Lexicon224 のアウトプット

デフォルトのパラメーター値
表 16は、プログラムごとに使用可能なパラメーターのデフォルト値を示します。

表 16.Lexicon224 デフォルトパラメーター値

レイテンシー

Lexicon 224は、サウンドのクオリティを上げるために内部リサンプリングを行っています。これにより他の

UADプラグインよりわずかに大きなレイテンシーが発生する場合があります。詳細については、「アップ・サ

ンプリングしたプラグインを補正する」を参照して下さい。
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